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パ
ー
ソ
ナ
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
魅
力

W
eb
2
.0

が
普
及
し
、
10

年
以

上
が
経
過
し
た
。
草
分
け
企
業
の

ブ
ロ
グ
やS

N
S

は
、
ユ
ー
ザ
ー
を

新
た
に
開
拓
し
に
く
く
な
る
一
方
、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
小
売
り
で
き
る
メ

デ
ィ
ア
が
、
ユ
ー
ザ
ー
数
を
伸
ば

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、

作
っ
た
も
の
を
無
料
で
公
開
す
る

ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
い
る
。
考
え
る

こ
と
は
人
間
の
本
能
的
活
動
。
生

活
を
楽
し
む
術
で
あ
り
、
人
生
を

代
表
す
る
趣
味
で
あ
り
、
将
来
活

躍
す
る
た
め
の
訓
練
で
も
あ
る
。

そ
う
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
で
発

表
す
る
作
品
は
、
無
料
で
あ
り
、

形
式
が
決
ま
っ
て
お
り
、
ど
こ
か

自
分
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
気
が
し
て
く
る
。
な
ら
ば
、

体
裁
や
割
付
も
自
分
で
レ
イ
ア
ウ

ト
し
て
、
自
分
で
出
版
し
て
し
ま

お
う
。
自
費
出
版
で
は
な
く
、

ウ
ェ
ブ
に
無
料
で
公
開
。
い
く
ら

公
開
し
て
も
無
料
な
の
で
、
定
期

的
に
刊
行
し
て
も
い
い
。
こ
う
し

て
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
の

ア
イ
デ
ア
は
生
ま
れ
た
。
パ
ー
ソ

ナ
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
、
自
作
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
自
作
の
デ
ザ
イ
ン
で
組

版
し
、
ペ
ー
ジ
数
も
レ
イ
ア
ウ
ト

も
、
自
分
で
決
め
る
。
印
刷
物
で

は
な
く
ウ
ェ
ブ
公
開
な
の
で
、
誤

植
や
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
が
あ
れ
ば
、

版
数
を
イ
ン
ク
リ
メ
ン
ト
し
て
、

ひ
っ
そ
り
と
修
正
後
の
フ
ァ
イ
ル

と
入
れ
替
え
て
も
い
い
。
マ
ガ
ジ

ン
を
作
る
と
、
マ
ガ
ジ
ン
編
集
業

務
に
携
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
マ

ガ
ジ
ン
の
見
方
が
変
わ
る
。

PowerPointでDTP
パーソナルマガジンの原稿を書くには、Officeが使えるなら、準備は充分。Publisherを利用すれば、印刷

時には重宝するうえ、ルビ、縦中横、印刷用テンプレートを使えるなど、PowerPointにはない機能もある。
今回はWebで無料掲載するので、PowerPointで作る。原稿が出来上がったら、PDFに変換して公開する。

まず、サイズから。「デザイン」タブの「スライドのサイズ」から
「ユーザー設定のスライドのサイズ(C)」をクリックし、出来上がり
のサイズや向きを決める。印刷物ではないので、JIS規格にこだわる
より、デスクトップのディスプレイや、スマホやタブレットでしっか
り見られるサイズを選択する。特定のターゲットがあると決めやすい。

次に、コンテンツを書く。文にするときは、PowerPointを開いて打つ前に、エディタやクラウドノートブッ
クにあらかじめ記事を書きためておく。ある程度の分量になったら、テキストをPowerPointに貼り付けて、組
版する。フォントは明朝かゴシックか。そのサイズは本文では10～11pt、見出しは大胆に。縦書きか、横書き
か。一行の最大文字数は35文字だから、何段にするか。文字色は全体のカラーコードに合わせて制限。テキス
トオブジェクトの微調整は矢印キーで、整列は「図形の書式」タブの「配置」から。内容も段落で揃える。あ
と行間も。両端揃えにし、単語で改行できればよりよい。決めることは山ほどあり、さばいていくのが快い。
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レイアウトのコツ

マイメディアで公開

近接 -近づける、離す

整列 -そろえる、並ばせる

反復 -ルールを繰り返す

対比 -差異をつける

関連する情報を近づけ、グループにします。そして、他の情報やグループから離します。

透明な補助線が見えるように並べ、すべての要素を緊密に（合理的に）配置します。

いくつかの要素に同じルールを適用します。

他の要素とは異なるように、大胆なコントラストを付けます。

これらデザインの4つの法則は、ロビン・ウィリアムズによる
「ノンデザイナーズ・デザインブック」で初めて提唱されま
した。DTPやWeb業界で広く読まれているようです。

今やマイメディアを持っていない人の方が少ないで
しょう。ブログサービス、マイクロブログ、独自ドメ
インでブログを運営している人もいるでしょう。パー
ソナルマガジンの発行は、ファイルをサーバーにアッ
プロードするだけで済みます。あとは宣伝です。多く
の人に読まれたいと思えば、FacebookやTwitterにマ
ガジンファイルのURLを投稿します。マガジンファ
イルを画像にしてInstagramに投稿するもあり。
WordPressにマガジンページを用意して、第2号以降
もダウンロードできるようにしておいたり、自分の
ウェブサイトで配布するページを作成できるなら、
Amazonばりの紹介文と目次を作成したっていいはず
です。
マイメディアからパーソナルマガジンを発行すると、

生活の楽しみとなるでしょう。原稿執筆から組版、レ
イアウトまで、すべて一人でやってのけなくてはなら
ないので、もちろん最初は時間もかかります。細部へ
の責任を感じるようになれば、もう占めたもの。あな
たは編集者としてマイメディアでパーソナルマガジン
を発行し続けるでしょう。数十年後に100号記念誌を
特集するころには、地域の広報誌や団体の冊子を一手
に引き受けられる人物として重宝され、有意義な時間
を過ごせます。メリットは大きい！

この記事のアイデアは「退屈をぶっ

とばせ！」という本に書かれています。

この本に書かれていることを始めると、

すぐに退屈を忘れます。関心の持てる

趣味を探り当て、退屈をあっという間

になくせることに驚ける本です。



1. デスクトップのよくある話し

パソコンを使っていると、あちこちで面白
い情報が手軽に入手できるので、つい情報に
あふれてしまいます。また、事務管理、企画
資料や、文章、写真、映像などを制作してい
ると、ファイルはどんどん増えていきます。
もし「この情報革命の時代、あふれるばかり
の情報とどのように付き合うべきか」と真剣
に考えるなら、灯台下暗し、まず自身のパソ
コンと付き合ってみませんか。整理されたパ
ソコンを使っていると、この時代であっても
悠然と構えていられます。そして、整理して
いるうちに、神経が徐々に休まり、気分も
すっきりしてきます。

特集

情報整理概論
情報革命の時代に悠然と構える方法

まず、デスクトップがこうなっていませんか？

日頃、たくさん仕事があると、保存先をデス
クトップにして、そのままにする癖がありませ
んか。よく使うファイルなら、すぐに開けるよ
う、デスクトップに置くととても便利です。で
も、よく使うファイルが本当に多くなってし
まったら。デスクトップがアイコンで埋まり、
せっかく場所を覚えても、しばしば忘れるもの
なので、すぐに探し出せなくなってしまいます。

2. 探すことは整理するより疲れる

探すことは、整理するより、疲れます。探す
ために時間を使うと、整理する余裕が減り、
せっかく整理する機会が持ちにくくなりがちで
す。探すには、過去の時点のたくさんのことを
思い出し、使うまでの時間を焦りつつ探さねば
なりません。反対に、整理していると、過去の
記憶から次々と解放され、すぐに探せるように
なると、心の負担が減り、神経をいやします。
パソコンを開いてすぐやることに取りかかれる
と、それだけでストレスが軽くなります。

3. 生き物も同じ

生き物も、外の世界で起こる事象にすばやく反
応できるよう、身体の中をいつも整理しておくこ
とに、時間とエネルギーを惜しみません。例えば、
花粉にすばやく反応すると、鼻水が出ます。すば
やく反応するために、免疫の分子を粘膜に整理し
ておくからです。また、食べて、消化して、吸収
して、排出することで、分子を更新しておきます。
熱が加わると物事は散らばっていきますが、整理
すると若干冷えます。体温を一定に保つためにも、
分子をいつも整理しておくのです。整理は生命の
最も基本的な機能だと思います。整理はとても生
命らしい行為なのかもしれません。

4. 整理されているほど価値が高い

世の中には、整理するための専門職があります
し、整理されていることを売りにするところもあ
ります。例えば、図書館司書や博物館の学芸員。
本の配架、展示の構成。いずれも情報を扱います。
整理された情報は、見やすく、興味が増し、心が
いやされることもあります。情報は整理されてい
ると、それだけで価値が高まります。だからこそ、
本は買う価値があり、ウェブサイトは情報をデザ
インされる必要があります。

5. 整理＝集める＋分ける

思い立ったが吉日、整理するためだけの日を
作ってみては。ここで、整理とは何をどうするこ
とかを考えてみます。例えば、掃除とは、ごみを
移動するだけでなく、ごみを整理することです。
ごみかどうかを判断し、ごみを処理の方法で分別
します。つまり、掃除には、ごみと使うものとを
判別する過程と、ごみの性質で分類する過程があ
ります。整理とは、まとめて分け、分けてまとめ
ることの繰り返しです。まとめる時にはグループ
が、分ける時にカテゴリが、あると便利です。グ
ループにもカテゴリにも、名前を付けると楽です。
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6. フォルダに名前を付けて使う

ファイルをまとめる時にも、分ける時
にも、フォルダは便利です。ファイルを
グループにできるときは、そのグループ
の名前でフォルダを作ってしまいます。
その中にファイルを集めます。また、カ
テゴリで分類できるときには、いくつも
のカテゴリの名前でそれぞれフォルダを
作ってしまいます。フォルダを作ったら、
分類したようにファイルを放り込んでい
くだけです。実は、パソコンの整理のポ
イントは、フォルダに名前を付けること
なのです。

7. 整理して疲れさせないデザイン

ウェブデザインにかかるほとんどの時間は、情報を
どのように整理するかを考えることに使います。欲し
い情報がすぐに見つかるウェブサイトは使いやすいも
のです。パソコンを整理していると、どのようにグ
ループ化し、どのようにカテゴリ化すればすぐにファ
イルが見つかるか、コツがわかってきます。ユーザー
がすぐに探せるウェブデザインを設計するには、なか
なか難しいと思うのですが、部屋の棚や部屋の仕切り
方など、身の回りのデザインとその使い方を振り返っ
てみると、ヒントが見つかるかもしれません。万物は
できるだけ長く存在するために、いつも整理されてい
るのです。

半人前翻訳塾
第九の場合

Freude, schöner Götterfunken,

Tochter aus Elysium,

Wir betreten feuertrunken, 

Himmlische, dein Heiligtum!

Deine Zauber binden wieder, 

was die Mode streng geteilt;

alle Menshen werden Brüder, 

wo dein sanfter Flügel weilt.

An die Freude (1803) Johann Christoph Friedrich von Schiller

よろこび，みちびき，

み国の民よ！

聖なるところに

入（い）る信仰よ！

ふたたびつなげる，

離れていったものを．

みなきょうだいになる．

やさしいみ手で．

美しい神のスパーク＝みちびきよろこび

天国からの乙女＝み国の民

私達

天国 神の聖所＝聖なるところ

炎を飲む＝信仰入る

神のくすしきみ力 ふたたび

時代によって 離れていったもの

みな 人々は になる きょうだい

やさしい 翼＝み手神ので いる
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呟通
々痛

つ

う

つ

う

第1回嘲笑と偉大
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げ

ん

げ

ん

10

年
前
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
際
数
学
賞
「
オ
ラ
ン

ド
・
マ
ス
タ
ー
」
を
受
賞
し
、
一
躍
時
の
人
と

な
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
の
数
学
者
ケ
ネ
ス
・
ト
ク
ヴ
ァ

ル
氏
が
、2

0
1
9

年
7

月
14

日
、
イ
ギ
リ
ス
の
別

荘
で
87

歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
氏
の
そ
の
数
奇
な

研
究
者
人
生
は
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
惹
き
つ
け
、

氏
の
言
語
録
はT

w
itter

で
ボ
ッ
ト
と
し
て
流
れ
て

い
る
ほ
ど
だ
。

ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
は1

9
3
2

年
ベ
ル
ギ
ー
で
生
ま
れ
、

終
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
プ
リ
マ
ス
総
合
大
学
で
計
算

機
科
学
を
専
攻
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
数
学
の
創

造
に
情
熱
を
注
ぎ
、
グ
ラ
フ
理
論
や
複
素
解
析
、

確
率
論
の
分
野
で
ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
は
名
前
を
残
し

て
い
る
。
一
見
、
そ
の
研
究
者
人
生
は
順
風
で
、

偉
大
な
人
物
の
生
き
方
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
だ

が
、
氏
は
違
っ
た
。
数
学
者
と
し
て
の
功
績
を
公

表
し
た
時
期
が
、
72

歳
の
と
き
だ
っ
た
の
だ
。
そ

し
て
、
氏
の
名
を
数
学
界
で
永
遠
に
し
た
出
来
事

に
、
あ
る
数
学
問
題
へ
の
貢
献
、
し
か
も
死
後
も

ま
と
ま
っ
た
形
で
公
表
し
な
い
よ
う
、
生
前
近
親

者
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
氏
が
そ
の
問
題
を

解
い
て
い
た
と
み
る
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。
ト

ク
ヴ
ァ
ル
氏
が
研
究
機
関
に
所
属
し
た
こ
と
は
な

い
。
高
等
学
校
の
数
学
教
師
を
務
め
た
後
、
弁
理

士
と
し
て
事
務
所
を
開
業
し
、
平
均
的
な
収
入
を

得
て
い
た
。
勤
務
時
間
が
柔
軟
だ
っ
た
た
め
、
本

業
の
傍
ら
数
学
の
研
究
を
進
め
て
い
た
と
い
う
。

数
学
者
と
し
て
名
を
残
そ
う
と
も
身
を
立
て
よ
う

と
も
思
わ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

70

歳
の
時
、
近
所
の
あ
る
青
年
と
高
校
の
数
学

の
宿
題
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
時
、
青
年
は
ト
ク

ヴ
ァ
ル
氏
の
尋
常
で
な
い
数
学
の
才
能
を
知
り
、

驚
い
た
。
そ
こ
で
彼
が
投
稿
し
た
、

地
元
の
タ
ウ

ン
誌
の
記
事
が
き
っ
か
け
で
、
数
学
好
き
な
お
じ

い
さ
ん
と
し
て
周
囲
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
ま
た
ま
近
隣
に
住
ん
で
い
た
38

歳
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
、
企
業
で
暗
号
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り
、

ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
の
数
学
を
い
く
ら
か
理
解
で
き

た
。
実
は
、
ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
が
長
年
情
熱
を
燃

や
し
た
問
題
と
は
、
現
代
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に

採
用
さ
れ
て
い
る
暗
号
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
解
い

て
し
ま
う
予
想
だ
っ
た
。
そ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は

ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
の
メ
モ
を
見
た
と
こ
ろ
、
そ
の

予
想
の
最
初
の
50

項
に
つ
い
て
正
確
に
導
出
す

る
複
素
幾
何
学
の
数
式
を
発
見
し
、
冷
や
汗
を

か
い
た
。
彼
は
ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
に
、
「
こ
の
考

察
を
論
文
に
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
」

と
進
言
し
た
が
、
ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
は
こ
う
応
じ

た
。
「
論
文
を
公
開
し
て
も
責
任
が
と
れ
な
い
。

懸
賞
金
の
代
償
は
高
く
つ
く
。
」
近
所
で
す
っ

か
り
広
ま
っ
た
噂
で
さ
す
が
に
気
が
替
わ
っ
た

の
か
、
ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
は
研
究
メ
モ
の
一
部
を

「
安
全
を
保
証
す
る
」
と
記
し
た
ス
タ
ン
プ
を

押
し
、
国
際
的
に
権
威
の
あ
る
学
術
雑
誌
に
投

稿
し
、
1

年
後
に
掲
載
さ
れ
た
。
ト
ク
ヴ
ァ
ル

氏
の
膨
大
な
メ
モ
が
初
め
て
功
績
と
な
り
、
新

聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
顕
著
さ
か
ら
、

3

年
後
に
イ
ギ
リ
ス
の
数
学
賞
を
、
5

年
後

に
オ
ラ
ン
ド
・
マ
ス
タ
ー
を
受
賞
し
た
。

亡
く
な
る
数
日
前
ま
で
別
荘
の
机
で
メ
モ
の

整
理
を
し
て
い
た
と
い
う
。

「I
am
lau
g
h
ed
fo
r
d
ay.
I
can
lau
g
h
fo
r

en
d
.
W
e
w
ill
lau
g
h
fo
r
ever.

」

と
い
う
こ
と
ば
は
、
死
後
、
近
親
者
に
よ
り
発

見
さ
れ
た
。
予
想
の
解
決
を
図
っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
ト
ク
ヴ
ァ
ル

氏
が
そ
の
予
想
を
ど
こ
ま
で
解
い
て
い
た
か
は

謎
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
メ
モ
か
ら
察
す
る

に
、
解
決
の
成
功
と
と
も
に
多
く
の
も
の
を
捨

て
去
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ト
ク
ヴ
ァ
ル
氏
は
生
涯

に
わ
た
り
独
身
で
、
近
所
の
小
さ
な
教
会
の

人
々
の
ほ
か
に
知
り
合
い
は
い
な
か
っ
た
。

「しばらく私は笑われる。私は
死ぬまで笑える。人類は永遠に
笑うだろう。」

Kenes Tocval

※この物語はフィクションです。



編
集後

記

電
車
で
読
ん
だ
本
、
カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
「
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
」
。
「
ロ

ボ
ッ
ト
」
と
い
う
語
を
造
語
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
こ
の
作
家
は
、
今
で
は
人
気
紅

茶
店
の
名
称
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
本
作
中
「
悲
観
主
義
に
つ
い
て
」
で
、
バ

タ
ー
を
塗
っ
た
パ
ン
の
話
し
が
出
て
く
る
。
バ
タ
ー
付
き
の
パ
ン
は
、
い
つ
も
バ

タ
ー
を
塗
っ
た
面
を
下
に
し
て
落
ち
る
、
と
い
う
主
張
に
、
チ
ャ
ペ
ッ
ク
は
「
恐
ろ

し
く
て
反
論
で
き
な
い
暗
い
確
信
」
と
悲
観
主
義
の
極
み
の
例
と
す
る
。
バ
タ
ー
付

き
の
パ
ン
を
落
と
す
と
バ
タ
ー
が
床
に
付
き
、
も
う
二
度
と
食
べ
な
い
。
だ
が
、

チ
ャ
ペ
ッ
ク
は
こ
う
も
述
べ
る
。
塗
っ
て
あ
る
方
の
面
が
重
い
か
ら
、
と
い
う
主
張

は
悲
観
さ
が
幾
分
和
ら
ぐ
、
だ
が
、
バ
タ
ー
付
き
パ
ン
が
バ
タ
ー
を
塗
っ
た
面
を
下

に
し
て
落
ち
る
回
数
の
ほ
う
が
多
い
の
か
、
は
た
ま
た
逆
な
の
か
に
つ
い
て
の
統
計

は
未
だ
に
確
立
さ
れ
い
て
い
な
い
、
と
。

そ
こ
で
、
電
車
の
中
で
バ
タ
ー
付
き
パ
ン
を
検
索
し
た
。
現
代
で
あ
る
。
さ
す
が

に
す
ぐ
に
見
つ
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ク
リ
ス
・
ス
ミ
ス
博
士
は
、
百
枚
の
バ
タ
ー

付
き
ト
ー
ス
ト
を
テ
ー
ブ
ル
か
ら
落
と
す
実
験
を
行
い
、
ト
ー
ス
ト
が
バ
タ
ー
の
面

を
下
に
向
け
て
落
ち
る
確
率
が
81

％
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
さ
ら
に
、
も

し
バ
タ
ー
を
塗
っ
た
面
を
上
に
し
て
落
と
し
た
い
な
ら
、
高
さ
2.

4

メ
ー
ト
ル

の
テ
ー
ブ
ル
を
買
う
こ
と
だ
、
そ
う
す
れ
ば
裏
返
し
で
は
な
く
、
一
回
転
し
て
床
に

落
ち
う
る
と
い
う
。
こ
れ
に
は
電
車
内
で
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
パ
ン
の
形

を
変
え
れ
ば
よ
い
と
ま
で
提
案
す
る
。
例
え
ば
バ
タ
ー
面
を
内
側
に
し
て
両
面
を
閉

じ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
落
ち
て
も
バ
タ
ー
の
面
が
地
面
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な

る
ほ
ど
、
人
間
は
ど
こ
ま
で
も
楽
観
的
に
な
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

帰
宅
し
て
、
検
索
結
果
に
あ
る
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
「
バ
タ
ー
つ
き
パ
ン
」
と
い
う

小
品
を
聴
い
た
。
曲
想
か
ら
、
ど
う
や
ら
バ
タ
ー
付
き
パ
ン
は
机
か
ら
滑
り
落
ち
た

様
子
で
、
バ
タ
ー
面
は
最
後
に
「
案
の
定
」
な
よ
う
だ
が
、
楽
観
的
な
作
品
だ
っ
た
。
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号

こ
の
曲
が
本
当
に
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
に
よ
る
作
品
か
、
は
た
ま
た

違
う
の
か
に
つ
い
て
の
研
究
は

未
だ
に
進
ん
で
い
な
い
が
、
こ

の
明
る
さ
か
ら
本
人
に
よ
る
も

の
と
思
わ
せ
る
。
楽
観
主
義
は

ど
こ
ま
で
も
楽
観
主
義
で
、
悲

観
主
義
は
い
つ
ま
で
も
悲
観
主

義
で
あ
る
。
チ
ャ
ペ
ッ
ク
の
記

述
は
古
び
る
こ
と
が
な
い
。


